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死亡 zz13 〃25 〃38

転入 刈40 〃98 ／／238

転出 ”49 〃47 z〃％

世帯9．144

人口45．436
男21，814
女23．622

前途を祝福

集ト」1就職者の歓迎会

　

十と浅物已勺、翌二ふう言尹などの士

仰で以外（九T、東九。万言ドプ潤）か

らの乱宇土丿町口丿56’、の卜と≒悦じ．J

がり汐ま仁汗。怖こつり二なわ八主した

　

新中白白屁して、几祉うヽら十む織心

や稲山賎y、犬：卜子やjそのビブ）工丿号へ

織悩工、下ごしら＝とな払こう。ドフ戈され

た方び飛リご八で。この口探ごド勺・。。。力ヽら

　

回交石ノトぐIにて、ぱるば丿こらトクこ竹

さんに人見リよここヽyら白糾しています

市殆了じのにたい手とし万丿几フこ下さ

ト」とあトさつがあり、就職器仁表、

片山工代子さん僑貼丿県出身功；（ご号丿

侍にそうよ・）う第勺します」としえた。

　

このちと、。皿者□のもてなしの水

気、心土卜：；、雌坤レ汗八jjなど≒い個られ

前途を万丿しました。二うした県外シ

らの就職者も年々多くたり、5り；こは

遠く片恋からも集ぼ蛇職がある予定で

す。（写真は歓迎こと片山さん）

設備近代化資金

申し込みはお早く

　

I↑iは、ことしの設備ミ1でfツヒ資公、店

舗改装資廠、中小か栗ぺ資頂乱万を5

リから貸し付けることにこり）ました。

ご希沢の方はせいぜいご列喇下ぶいっ

○設備近代化資金

　

これは設備の近已化によって応ぶの

向上と搾費の節廠少回り、童犬レスト

の仁心こ役立ててもらおうというもの

ですっ

資金総額～800巧川

預託銀行～扁混で気柚丿ト丿汀、北

汁丿行

貸し付け額～ロt20犬引以内

返済方法～ザ付なで．iyにこ……ユR

H月から37’t－3月までふ5力巾勺二川

試心済

申し込み～心の商工夕

貸し付け対象～織≒工場

○中小企業融資年間預託金

　

これは、企業肴の→竹運転資公とし

て、貸し付けられます。

預託銀行および預託額

で丿生厨、bl～400万円、陥生沢行～400

石心、乳汁丿竹～2DOり円

貸し付け額～1防20勺当以丿

目友？銭6ヅ

申し込み～み預麗ご汀

○店舗改装資金
預託銀行～□1金庫300万円

貸し付け額～に□Oレワふ丿白

日舅銭4厘

返済方法～3川畑月2トトまでjく置、

37’H4．fI；から38年3月まで叫2ヵ月均

導月賦返済

申し込み～大の商工課

ご石別の：友こ匯，’・め；こおいし込みく

たさいっ

急ぐ新田の農地復旧

　

昭和34；17；水宍で’ぶプリン二一回こ新

田地了の盤りヅ2．3……jJ－ルの火口工

事は、6月≒づ二けができるよう、ト

まこビッチて二肌几耽めら！にています

　

ブドベと共に……r’TTと、≒にしノた、二二新剛

地仄’ぜ趾弘之二甲7jにこ、大の曲：祉小：

栗として似汗フ回j3ドドドご：こ巾か柚

められ、芦抒＝7丿札1変が4さり、毎り3今

のプ。・レトーザーとM：〕趾ヤのトラソクで

地円めや兄ならし、衷ユヒ厄搬に一生懸

命です。二の工事が完戊すれげ、ト甲

たらずてL回ヰヤ頑がてき、立派な12j

ベクターらの美川に桐油の凛うつ目も

門近トニとてしよう。

道路改良

下鹿線が完成

　

下中野、大矢戸を結ぶ延長230mの

j路と用払吋ミ路の改良工事は昨年12り

に首工し、工費150T巧口々投l：て、こ

のほど完吠しましたっ

　

下中野から庄什、大円、小火戸、東

門人月、大矢伴をつたぐ主要路線て、

交通力八I繁であるので、道路幅を5．2

mjズ巧mに広げ、あわせて川排水路

も八良されたものです。

被保険者証を

お忘れなく

　

おE71者さん；こ、冷ていただくときは必

らず被保険者三を竹つてφきましよう

大野巾てにことしの4月トドご被保険。冴

証の切りかえをお二ないました。

　

すでに皆ここんのお手心とにとどいて

いる二ととご、いますっこのほけんしよ

うを持って行かれないといろトろと間

違いがおき、ごめいわくのかかるこ、1

かおりますからご決意ください。

病院建設にのり出す

　

市眼病；・ごまj驚読会は4月27Lけ刳回

の公台をひらき、トよいよ建設に本腰

をいれることバ

を決めだけか、先進と硯察｀らブ仁い．早

かに‘こ川贈号丿ドる二とか甲介せました

良ジ斎藤重玉

にム妊安土義雛

　

・z臼井泰喊

大規模な消防訓練

少年消防クラブに表彰旗

　

4月8日は当市の人火ここT日てすっ明

片2リドリ8日、ヂ町の風呂Vに井匹見

衛几卜から卜、火、全叱I．目3戸、半・億

トづ、ト以回2レン、官ごこ函2、方院2、

にに3飛皿ト0り71名の大被害があり

当社町心陽ではこの日ぐじ大火記念日と

して、紅鰍沢バケツ、j4；・｀i’力；、sj‘・わ、・l七て来まし

たっ（町輿は幹J；のV：閲）

　

ことしよ回Ty‘阿でよじめ、乃地区消防

口石沢口j．さら；こ自衛ぎ臣斜（大野織

布、稲山、遠藤、宇野吝硝子陽）が参

加し、強風下で出火したサこのもとで

％こ犬咀悛なものでしたっ

　

訓糾が終ってから巾中行進を行ト、

町終門紋咬底で

功労者の大子壹

おこないました

この口大ごされ

た方は次のとお

りです。

国家消防庁長官

表彰旗

大野市少年消防クラグ連白会

県知事永年勤続精績彰

　　

第一分トj杉木ニミ郎

　　

第六分］向林n

県消防協会表彰

く竿卵回背L：分団（阪谷）

≪万力章

　

第二廿団辻占固右術門

　

第五分べ穴田与－

く表彰章

　

第三分団9藤－栄

　

第四分団控一々大仰町

　

第五分ノ牧町敏次

　

簡八分団ヅペー頑

。J征

　　　　　

山川ブ

　　　　　

山トに六谷

市消防協会表彰

く巧労章

　

舅一分ぺ脇木栄二

　

筧二分団j土乱八阻円

　

第三分i叱［H中与一

＜］裏彰章

　

第一分団富付政A

　　　　　　

田中欧二

　　　　　　

長谷川回犬

　　　　　　

室谷忠与

　　　　　　

中忖吉五即

　

第三分団北川清

　　　　　　

長谷川秀雄

　

第四分団松田長治

　　　　　　

久保信リ3

　

第五分川山本繁

　　　　　　

村中垂坦

　　　　　　

山崎喜一

　

第六分トi臼井喜代冶

　　　　　　

臼杵μ一郎

　　　　　　

儒木徹

　

弟七万こ柏岫正

　　　　　　

宍障

　

第八竹丿り；ズ

　　　　　　

福目≒

心土な

　　　　　　

出川ごl

　　　　　　

出ト犬’百

　　　　　　

白石－－一人

　　　　　　

江原雙言

　　　　　　

卜爪⑤円

　　　　　　

□中ニ

　　　　　　

圖丿；拍平

　　　　　　

，ブ万に蔵

市防火協力会表彰

　　

二川か町TL。ぶよヤニよ

　　

ふ洛碗でに場卵回生し隊

　　

三白y’・T’J晋りで乱y：モ
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市苗畑事業53万本移植

　

市はことし218万円を投じて杉の苗

畑事業を始めました。戦後5．700ヘク

タールの山林に造林されましたが、ま

だ10．000ヘクターフレの未植林がありま

す。これら山林に少しでも安価で良質

な苗を植え付けてもらおうというもの

です。

　

昨年小山地区に4．5アールの杉松の

自家苗圃を試作し、その成果が良く、

28万本が市有林に槙林されました。こ

としは、さらに面積を肪し小山地区（

下舌）阪谷地区（伏石）のおのおの1

ヘクタールに、杉の1年生38万3千本、

2年生150万4千本を県林業指導所から

購入し、春の雪どけを待って移植され

ました。

　

秋には、昨年自家苗圃の6万本と合

せて、20刀本余りの杉苗が生産され、

市有林に5万本が芯林されますが、他

よりも安価で、みなさんの山林に植林

されることになり、90年後の財源をう

るおすことになります。

農業お知らせ

苗代の管理

　

弁当肥本口］での活着を良くする肥

料で、芯の生育状況を良く調べて実施

してください。施犯の方決は田哨の4

～5日脈こ、硫安を1m2ザlり、12g程

度、なおぐぶ心では3～4rの水に。こか

して‰してください。

　

ヒエ抜き苗代でヒエ技きが大切で

す。必ず実行してください。

　

病害虫苗の立枯病は発玉丿時より

発生し、地ぎわ茅部が腐敗軟化して、

ぬき取りが容認となり、とう白色のカ

ビを生じ腐敗するものもあります。防

除方法は、発見次第ソエルンン錠剤、

ノレベロンなどを散布してください。

ヒメトビウンカの発生がありましたら

手早く農薬の散布に当って下さい。除

草剤PCPの使い方は水和司（86ら）

と粒m（20～30ら）の2種類がありま

す。水和配よ10α当り700gを70～100

fの水に溶かして使用します。泣吝リば

10アール当り、3kgを拡3倍の上が砂

と混合して使用して下さいっ

　

施用時期は田植前の場合は、整地直

後田植の2～4日前、田咀浚の場合は10

日目、第丿回中耕直後に行ってくださ

いたお使用については、指う者とよく

相談の上で行ってください。

畜産

　

t期間の濃厚ぷ料給与から青刈飼料

給与に切りかえる場合、特にマメ料の

多給は、ニヱ張症をおこす原因となりま

すから注意してください。

　

飼料作物の馬種期にはいりますから

カ本料と豆料をまぜて紫養のパランヌヽ

を取るよ元主プごしてまきましよう。カ

ウピー、大豆、スーダングラス、トウ

モロコシ、二’レコー、テオシントの彊

知明です。把育牛のもと牛がオスで4

刀5千円、メスて6フj円します。大野市

［‰こ9CO頭余りの牛かおりますから、

4、5、6月中に硬付けを行って子牛の

生産に心がけましよ≒

市街の美化は

私たちの手で
与li傑険抑丿生課と大野公民館ではこ

れからの観光シーズンにさきがけ、公

共姓設や各家庭の周辺の美化につとめ

衛生都市人野を築こうと、4月15日～

19日までの間、1まちを美しくする週

間々とさだめ、「各戸に必ずゴミ箱を

そなえるよう」「川へは絶対、物をす

てないよう」に呼びかけ、・・まちぐる

み美化運動りこのりだしました。

　

こうした週間を通じて環境衛生に対

する認識を新たにし、より美しいまち

になることを期待しています。

C国民年金の窓口〕

⑤国民年金手帖をもらいましたか。

　

年金手帖は先般q＝i務嘱託員を通じて

お辺りしました。この手帖は年金保険

料を納めたり、保険料の納付状況を証

拠だてるため必要なものですから大切

に保管して下さい。

こ年金保険料の掛金額

　

保険料は20歳から34歳までの方が

100円、満35歳から59歳までの方が150

円です。

乙年金保険料の納期

　

4、5、6月分は7月。7、8、9月分は10月

10、11、12月分は1月。1、2、3月分は4月

の末日までですまた都合によっては1

ヵ月分ずつ納めてもよいし、レ

を年度末の3り末までに納めてもよい

ことになっています。

つ年金保険料の掛金は印紙で

　

保険料の掛金は4月1日から始まりま

した。

　

（1）大方の区では保険料の取まと

　

めや納付の事務を事務嘱託員の方に

　

お願いしています。

　

（2）この場合事務嘱託員と金融機

　

関が連繁して行う、被保険者に有利

　

で確実な保険料の積立による納付制

　

度が考えられています。

　

（3）また自分で直接納められるお

　

方は、市役所市民課で年金印紙を買

　

ってこれを手帖に貼りつけ検認して

　

もらえばよいのです。

（三）このほか年金にっいておわかりにな

　

らないことは市民課または出張所へ

　

お問い合せ下さい。

引揚給付金の請求

5月16日で時効になります

　

引揚者；こは固より給付t2がもらえま

すが、今年の5月16日まで；こ請水しな

い方はもらえなくなります。次のよう

なお方で、まだ請求されていないお方

はすぐ請求書を出して下さい。詳しい

ことは市役所の福祉事務所へお問い合

せ下さい。

1．引続き6ヵ月以上本邦以外の地域

　

に生活の本拠を有していた方で昭和

　

20年8月15日以後引揚げられた方

2．昭和20年8月10日まで引続き6ヵ月

　

以上外地に生活の本拠を有していた

　

方で、ソヴイェト連邦の参戦により

　

発生した事態で仝年8月9日から14日

　

まで；こ引揚げられた方

3．昭和20年8月15日まで引続き6ヵ月

　

以上外地、こ生活の本塁を有していた

　

者で本邦に滞在中終戦のため生沢の

　

本拠；こ悒ることが出来なくなった方

4．終戦のため昭和20年8引5ロ以後

　

引続き外地；こ残留することを余涙な

　

くされた方で昭和27年4月29日以後

　

本邦に引易ずたもの、および平和条

　

約砧に粂にシじめる裁祀こより拘禁さ

　

れた者て昭和27年4月29日以前本邦

　

に引揚げ、かっ引続き当該鼓判；こよ

　

り同日以健にわたって拘禁されたも

　

の

県庁だより

　

県の設備近代化資金が次の要領で貸

し付けられますからせいぜいご利用く

ださい。

○貸付金額の限度1件10～500万円以

　

内

○貸付率設備の設置に必要と認めた

　

金額の5割以内

＠返済方法1年据置の4ヵ年間の均等

　

年賦返済（毎月積立償還準備によ

　

る）

○申し込みは5月15日までに県の商

　

工課へ

　

なお詳しいことは市の商工課へお間

　

い合せください。（申請用紙もあり

　

ます）

福祉施設改善資金

貸付制度

　

県では中小企業者の寄宿舎。休憩室

食堂、浴場、図書館など福祉施設の設

置資金に充ててもらおうと、1件20万

円以内で貸し付けられます。

　

ご希望の方は大野労政事務所へ申し

込んでください。

清竜のよい子ら

が桜をうえる
苗木は萩原貞さんから

　

4月30日、清竜子供会のよい子らが

赤根川堤防に5年生の桜（天の川）80

本を植えました。苗木は東京在住の萩

原貞さんから贈られたもので、清竜子

供会の自主的な申し込によって植えら

れました。これからの世話もこの子た

ちの手によってなされます。

　

萩原さんのあたたかい心に感謝する
とともに

このよい

子らの心

を大切に。

育て、美

しト堤防

の桜がた

のしめろ

日をみん

なで待ち

たいもの

です。

T齢蛍鰯涙

かんこおどり

　

イヤコヲドウヤオs’踊りかいや

　

うとうて舞うてよ1＝おどれ

　

うとうて舞うてよ！おどられよ

　

村人たちは扇をかざし、太鼓に。

拍子を合わせ、老若男女忿の休み

に文字通りうたうてよう踊るので

ある。素枡な村人、；ちこ古くから公

わる二の踊りは、ひなびた中にも

曖雅な、5りがただよい、二の地「

打蔑」を訪れる人々、’ぐヅ1をなぐ

さめるのに七分である。名付けて

神子踊りという。トつ頃より踊り

始められたかつまびらかでないが

無形文：七財として指定されている

大野三后よりバス；こて1時間でこ

の地打沢に至る。

求人（市内）

　　

（男子）

歯科医院歯科技工見習1人15～25歳

　

住込3．000～4．000円

石油卸売業店員1人15～25歳6．000

　

～！0．000円

文曙！≒yJ売業店員I人15～25歳

　

5．500～8．000円

織物業撚糸工丿，～30改7．000～

　

12．000円

印刷業印刷工2大年令不間5．000～

　

13．000円

製材業製材工5人年令不間10．000～

　

13．ceo円

　　

（女子）

織物業41務員I大～20浅7．CO〇～

　

8，000司

貨物運送業I礼～30歳5．00つ～6．C3C

　

円

建設業I人～30歳6．000～7．000円

炊郭

　

8．500円

染已整理栗整反：工5人15～20歳

　

7，000～8．000円

製材業雑役5人年令不間7．000～

　

8，000円

一
筆
啓
上

　

一
全
国
津
々
浦
々
に
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
」

　

照
る
日
も
曇
る
日
も
郵
便
は
休
む
こ
と
な

く
配
達
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
一
見
何
の
ぞ

う
さ
も
な
ト
こ
と
の
よ
う
に
思
上
わ
れ
ま
す
が

実
は
そ
＊
1
3
：
－
T
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
い
活
か
一
軒
の
家
を
探
す
の
も
あ
ん
が
い

骨
の
折
れ
る
も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
郵
便

物
を
あ
る
い
は
ぶ
会
の
忿
踏
の
巾
を
、
あ
る

ト
は
由
間
の
雪
を
踏
ｔ
ぺ
わ
け
て
、
全
国
く
ま

な
く
確
実
に
配
達
す
る
に
は
実
に
川
・
J
い
も
よ

ら
ぬ
叫
苦
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
の
で
す
。

　

「
満
員
の
れ
止
は
許
さ
れ
な
い
」

　

わ
が
川
で
は
郵
便
は
各
戸
に
配
達
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
、
ス
イ
ス
な
ど
で
は
主
要
道
路
上
に
郵

便
受
胎
か
よ
出
さ
せ
て
お
い
て
配
た
し
て
い
ま

す
、
さ
ら
に
一
定
の
地
区
以
外
は
配
達
せ
ず

郵
便
局
の
ご
口
で
戸
雌
す
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
‐
水
の
郵
便
ぱ
謡
外
出
に
比
べ
て
サ
ー

ピ
λ
べ
こ
I
し
て
1
つ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
サ

ー
ビ
7
過
包
の
面
も
出
て
ト
る
と
も
い
え
ま

す
。

　

「
表
れ
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

表
札
は
郵
便
配
達
の
目
じ
る
し
で
す
。
こ

れ
が
出
て
ト
な
い
も
の
、
あ
っ
て
も
姓
だ
け

と
か
、
古
く
て
読
め
な
い
も
の
と
か
配
行
員

を
困
ら
ず
場
合
が
多
・
く
、
郵
便
が
お
く
れ
た

り
I
y
ト
。
へ
『
｛
‐
‘
J
c
‘
j
あ
。
ヽ
つ
た
机
す
る
り
囚
a
t
た

っ
て
ト
ま
す
。
世
帯
主
の
氏
各
住
所
を
明
瞭

に
記
載
し
た
も
の
を
出
し
て
ト
た
だ
く
こ
と

は
勿
論
、
で
き
れ
ば
家
族
氏
名
を
列
挙
し
た

も
の
を
、
ま
た
回
付
人
で
あ
っ
て
も
表
札
を

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

　

「
郵
便
受
箱
は
ぜ
ひ
」

　

郵
便
受
箱
が
あ
れ
ば
普
通
郵
便
は
確
実
に

配
達
さ
れ
、
し
か
も
円
満
に
運
ば
れ
ま
す
。

伺
守
が
ち
の
人
へ
の
書
留
や
速
達
、
小
包
な

ど
の
あ
て
先
セ
勤
務
場
所
に
す
る
と
か
「
郵

便
い
い
‥
置
一
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

「
焼
か
れ
ま
す
よ
う
」

　

あ
て
先
が
I
わ
か
ら
ず
特
厦
る
郵
便
物
は
全

国
べ
二
‐
十
八
汀
地
に
も
の
ぽ
っ
て
い
ま
す

こ
の
う
ち
9
佃
‥
回
で
再
調
た
し
て
も
わ
か
ら

ず
I
当
人
に
返
す
も
の
ｙ
十
三
力
五
千
通
、

差
出
人
も
わ
か
ら
な
く
て
還
付
で
き
ず
や
が

て
兜
却
牡
分
す
る
も
の
が
二
千
八
百
涌
も
あ

り
ま
す
。
ま
よ
い
于
邨
便
物
と
な
る
原
閃
で

主
な
も
の
は
、
あ
て
乱
が
不
完
全
な
も
の
で

転
叫
先
を
郵
便
岫
に
通
知
し
て
な
い
も
の
、

表
札
が
出
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
あ
て
先
に
は
府
県
名
、

番
地
、
何
々
方
を
、
も
ら
さ
ず
書
い
て
く
だ

さ
い
。
ぐ
筆
す
ぎ
る
も
の
も
局
員
ぶ
せ
で
す

小
包
の
包
装
は
竃
全
に
そ
し
て
荷
札
を
つ
け

る
こ
と
は
常
識
と
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

「
休
み
の
な
い
日
本
の
郵
便
」

　

日
曜
日
で
も
祭
日
で
も
一
年
中
休
み
の
な

い
の
が
口
‥
木
の
郵
便
で
す
。
ア
ｙ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
な

ど
多
く
の
国
が
日
収
日
や
祭
口
の
配
達
を
休

ん
で
レ
ま
す
。
そ
し
て
国
民
も
そ
れ
を
不
巴

頴
と
も
思
に
わ
な
い
よ
う
で
す
。
サ
ー
ピ
ヌ
精

神
に
徹
し
て
ト
る
日
本
の
郵
伺
で
は
、
こ
ん

な
こ
と
を
し
た
ら
、
き
っ
と
お
叱
り
が
出
る

こ
t
」
で
し
よ
・
ン
c

　

む
す
び

　

色
々
手
前
み
そ
を
申
し
ま
し
た
が
、
要
は

皆
さ
ん
の
絶
人
な
。
こ
μ
力
を
得
て
、
よ
り
良

い
邨
柴
に
し
た
い
ご
節
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん

ご
不
満
、
。
こ
不
驚
の
点
か
お
り
ま
し
た
ら
、

ど
し
ど
し
間
か
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
野
郵
便
局
）
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